
ティナ「ではお次にぃ…お体もぉ…洗ってあげますねぇ…
♡」 
 
澪「はぁ～～っ…当たり前ですけどぉ…ふぅ～～っ…スポ
ンジとかは…使いませんからねぇ…ふぅ～～っ」 
 
ティナ「レロ～～♡もちろん…洗うのはぁ…私達の…おっ
ぱいでぇ…♡レロレロぉ～～っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…やっぱりぃ…ソープだもんねぇ…ボディ
洗いはぁ…必須でしょぉ…ふぅ～～っ…レロ～～っ」 
 
ティナ「じゃあ…泡を立てるからぁ…待っててねぇ…ふぅ
～～っ…はぁ～～っ…」 
 
澪「その間にぃ…私がぁ…誘惑してあげるぅ…レロレロぉ
～～っ…ほらぁ～～っ…おちんちんもぉ…期待に膨らんじ
ゃってますぅ～～♡レロぉ～～っ」 
 
ティナ「はぁ～～っ…ふぅ～～っ…ローションとぉ…石鹸
をかき回してぇ…はぁ～～っ…ヌルヌルにしてあげるから
ぁ…ふぅ～～っ…ちょっと待っててねぇ～～はぁっ…」 
 
澪「はぁ～～っ…ふぅ～～っ…こういう待ち時間もぉ…二
人でならぁ…退屈しないよねぇ…レロレロぉ～～っ…ふぅ
～～っ…」 
 
ティナ「はぁ～～い♡お待たせしましたぁ～～っ…ヌルヌ
ルのぉ…石鹸入りローションでぇ～す♡ふぅ～っ…はぁっ
…」 
 
澪「レロぉ～～っ…ふぅ～～っ…あらぁ…もう出来ちゃっ
のぉ～～♡はぁ～～っ…せっかく独り占めできると思った
のにぃ…レロ～～っ」 
 



ティナ「んふぅ～～っ…これからぁ…おっぱいでぇ…あな
たの体ぁ…洗ってあげるねぇ…ふぅ～～っ…はぁ～～っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…二人のおっぱいの違いを…楽しんでみて
ぇ…はぁ～～っ…はぁっ…ふぅ～～っ…お背中にぃ…私の
乳首ぃ…つんつんって…しちゃおうかなぁ♡はぁ～～っ」 
 
ティナ「ふぅ～～っ…はぁ～～っ…私の乳首もぉ…ちょっ
と固くなってるんですけどぉ…はぁ～～っ…こっちに集中
してもいいんだからねぇ～～♡ふぅ～～♡」 
 
澪「ほらぁ…一生懸命…洗ってあげるぅ…ふぅ～～っ…は
ぁっ…いっぱい…綺麗になってぇ～～ん♡レロぉ～～」 
 
ティナ「んはぁ～～っ…ローション混じりの石鹸…気持ち
いいですかぁ～～？レロレロぉ～～…全身泡だらけのぉ…
ローションまみれですねぇ…ふぅ～～レロ～～っ」 
 
澪「私達ぃ…おっぱいもぉ…お尻もぉ…全部泡だらけなの
ぉ…レロ～～っ…んはぁ～～っ」 
 
ティナ「はぁ～～っ…ふぅ～～っ…男の人ってぇ…柔らか
くてぇ…ヌルヌルなモノ大好きですよねぇ…レロ～～っ」 
 
澪「レロ～～っ…おっきくなったぁ…おちんちんでぇ…ヌ
ルヌル大好きって…わかっちゃうのぉ～～♡んはぁ～～っ
…レロ～～んっ」 
 
ティナ「ふぅ～～っ…私達のぉ…密着ヌルヌル洗いでぇ…
オチンポぉ…勃起しちゃったんだぁ…レロ～～っ…ふぅ～
～っ…はぁ～～っ」 
 
澪「レロぉ～～っ…じゃあ…そのおちんぽにはぁ…はぁっ
…私がぁ…特別サービス…ふぅ～～っ…はぁ～～っ…失礼
しま～～す♡レロレロ～～っ」 
 



ティナ「ふぅ～～っ…おちんぽはぁ…はぁっ…はぁっ…焦
らしてからぁ…洗おうと思ってたのにぃ…レロレロ～～っ
…ふぅ～～っ…♡」 
 
澪「はぁっ…はぁ～～っ…はぁっ…あなたのおちんちん…
私が…きれいにしてあげますねぇ～～♡ふぅ～～っ…はぁ
～～っ…あ～～んっ♡おちんちん…ますますおっきくなっ
ちゃったぁ～～っ…レロ～～っ」 
 
ティナ「はぁっ…はぁっ…じゃあ…私は…レロぉ～～っ…
ぐちゅぐちゅのぉ…オマンコ…あなたの顔に近づけて…レ
ロ～～っ…ふぅ～～っ…全身を…洗ってあげるぅ～～っ…
ふぅ～～っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…はぁっ…オマンコの音がぁ…んはぁっ～
～…ここまで聞こえるのぉ…はぁっ…レロ～～っ…目の前
のオマンコでぇ…チンポぉ…勃起しちゃってるのねぇ…」 
 
ティナ「ほらぁ…もっとグチョグチョのオマンコの音…聞
いてねぇ…はぁ～～っ…ヌルヌルのぉ…ローションの音と
一緒でぇ…はぁっ…いやらしいでしょぉ～～っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…おちんちん…固くなっちゃって…可愛い
…ふぅ～～っ…はぁ～～っ…それにぃ…こっちのぉ…プラ
プラしている方も…洗わないとぉ…ふぅ～～…んふぅ～～
っ…オマンコぉ…マンコぉ～～♡」 
 
ティナ「はぁ～～っ…おちんぽおちんぽぉ…レロ～～っ…
目の前のオマンコとぉ…ヌルヌルのオチンポ洗いでぇ…陥
落しちゃったのぉ…ふぅ～～っ…チンポチンポぉ～～っ…
レロレロぉ～～っ…ふぅ～～っ」 
 
澪「ふう～～っ…はぁっ…でもまだ…お尻の方が…洗い終
わってないですぅ～～…はぁ～～っ…折角だから…お尻の
穴も洗ってあげますわぁ～～…レロ～～っ」 



ティナ「ふぅ～～っ…お尻の穴ぁ～～…洗ってほしいんで
すかぁ～～？女の人にぃ…お尻の穴を…ペロペロ舐められ
たいのぉ…？ふぅ～～っ…はぁ～～っ…レロぉ～～っ…ホ
ントにぃ…スケベぇ～～♡ふぅ～～っ」 
 
澪「はぁ～～っ…ほらぁ…ふぅ～～っ…お尻の穴までぇ…
しっかり洗ってもらってねぇ…ふぅ～～っ…はぁ～～っ…
レロ～～っ」 
 
ティナ「はぁ～～んっ…どう…？しっかり…私の指先とベ
ロでぇ…肛門…洗ってあげてるんだよぉ…レロレロぉ～～
っ…はぁ～～っ…レロ～～っ」 
 
澪「んん～～っ…レロ～～っ…はぁ～～い♡おちんちん…
私がもう一度…洗ってあげますねぇ♡ふぅ～～っ…はぁ～
～っ…金玉も一緒にぃ…きれいにしちゃうんだからぁ～～
っ…ふぅ～～っ」 
 
ティナ「はぁっ…はぁ～～っ…ふぅ～～っ…お尻の穴とぉ
…チンポのダブル攻撃ぃ…んはぁ～～っ…ヌルヌルでぇ…
気持ちいいかなぁ～～っ…ふぅ～～っ…チンポぉ…金玉ぁ
～～っ…ふぅ～～っ」 
 
澪「んはぁ～～っ♡マンコもぉ…グッチョグチョにぃ…濡
れちゃうのぉ…レロぉ～～っ…おちんちんとお尻…どっち
が気持ちいいのぉ～～？はぁっ…ふぅ～～私にぃ…教えて
ぇ～～ん♡ふぅ～～っ」 
 
ティナ「はぁ～～っ…そんなのはぁ…お尻に決まってるよ
ねぇ…？ほらほらぁ…ソープ嬢がぁ…あなたのお尻の奥ま
でぇ…舌を突っ込んだりぃ…触ってるんだよぉ…ふぅ～～
っ…はぁ～～っ…レロぉ～～っ」 
 
 
 



澪「ふぅ～～っ…レロ～～っ…そしたらぁ…チンポもぉ…
負けてられないのぉ…んはぁ♡レロ～～っ…ふぅ～～っ…
でもぉ…ここまでしちゃったらぁ…彼を…イカせてあげな
いとぉ…かわいそうだよねぇ～～ん♡ふぅ～～っ…」 
 
ティナ「はぁっ…それじゃあ…私が…チンポを…口でイカ
せてあげるねぇ…レロ～～っ…レロレロレロ～～」 
 
澪「はぁ～～っ…んはぁ～～っ…レロ～～っ…じゃあ…交
代でぇ…私のぉ…ヌルヌルオマンコ…ベチョベチョにして
もらおうかしらぁ…ふぅ～～っ…レロレロ～～っ」 
 
ティナ「はぁ～～いっ…私のチンポおしゃぶりタイムだよ
ぉ～～っ…レロ～～っ…んちゅぅ～～っ…おひんひんっ…
きもちひひ…？んちゅぅっ…はぁっ…レロレロ～～っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…おしゃぶりされてる間ぁ…密着したぁ…
ソープ嬢のぉ…マンコにぃ…指を突っ込んだりぃ…はぁっ
～～っ…レロ～～っ…なんでもしていいのぉ～～んっ…あ
なたの好きにしてぇ～～んっ…♡はぁっ…あはぁ～～んっ
♡ふぅ～～っ」 
 
ティナ「んん～～っ…おひんひんはぁ…私のものぉ…レロ
…んちゅっ…はぁっ…えろぉ～～っ…んん～～っ…ソープ
嬢にょぉ…本気フェラぁ…どうらあ（どうだぁ）～～っ…
レロレロぉ…レロ～～っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…張り切っちゃって…はぁっ…ふぅ～～っ
…はぁ～～っ…私もぉ…はぁっ…オマンコぉ…きもちいい
ですぅ～～ぅ♡んん～～っ…ちゅっ…レロ～～っ」 
 
ティナ「んん～～っ…ぷはぁっ…レロレロぉ～～っ…チン
ポ大好きなのぉ…レロ～～っ…んふぅ～～っ」 
 
澪「はぁっ…はぁ～～っ…ほらぁ…私も吐息がぁ…いやら
しいのぉ～～ふぅ～～っ…はぁっ…はぁっ」 



 
ティナ「レロ～～っ…んはぁっ…おちんちん…美味しい…
んん～～っ…もっともっとぉ…はぁっ…私が…おちんちん
…くわえてあげるんだからぁ…んん～～っ…レロレロレロ
～～っ」 
 
澪「ふぅ～～っ…あなたの唇にぃ…キスさせてぇ…んん～
～っ…ちゅっ…んちゅっ…レロ～～っ」 
 
ティナ「レロっ…んちゅ～～っ…ダメなのぉ…はぁっ…彼
の唇はぁ…私のものぉ…えろぉ～～っ…はぁっ」 
 
澪「はぁっ…んふぅ～～っ…私もぉ…はぁっ…本気サービ
スにぃ…はぁっ…なっちゃうもんねぇ～～っ♡レロレロ～
～っ…はぁっ～～っ」 
 
ティナ「私…負けないからぁ…ふぅ～～っ…レロ～～っ…
んはぁっ…はぁっ…おちんちんだけじゃなくてぇ…どんな
ところでもぉ…舐めてあげるんだからぁ…ふぅ～～っ…は
ぁ～～っ」 
 
澪「はぁっ…はぁっ…すっごい大胆…んちゅっ…お尻の穴
を舐めながらぁ…おちんちんしごくなんてぇ…んはぁ～～
っ…ふぅ～～っ…レロ～～っ」 
 
ティナ「レロレロぉ～～っ…おひり（尻）…なめられへぇ
…おちんぽの先からぁ…なんかでてるよぉ～～っ…はぁん
っ…レロ～～っ…んん…ねぇ…その先っぽの…舐めていい
でしょ～～？はぁっ…はぁ～～っ」 
 
澪「もうそのままぁ…はぁっ…イッちゃいそうなのぉ～
～？…ふぅ～～っ…お口にぃ…発射しちゃうのかしらぁ
…？はぁ～～っ…ふぅ～～っ」 
 
 



ティナ「はぁっ…はぁっ…ベロがぁ…ピリピリしゅるぅ～
～っ…はぁっ…はぁっ…でもぉ…オチンポ…お口いっぱい
にぃ…しゃぶっちゃうのぉ…はぁ～～んっ…んはぁっ…え
ろぉ～～っ…ぷはぁっ…レロお～～っ」 
 
澪「はぁっ…いいの…おちんぽからぁ…いっぱい出してぇ
…あはぁ～～んっ…ふぅ～～っ…レロ～～っふぅ～～っ…
はぁっ…チンポミルクぅ…んはぁっ…レロ～～っ」 
 
ティナ「んふぅ～～っ…一滴残らず…レロ～～っ…この私
がぁ…飲んであげるから…心配しないでぇ…んはぁっ…ん
ちゅっ…えろぉ～～っ…んぱぁっ」 
 
澪「はぁ～～っ…んふぅ～～っ…火照った体からぁ…ザー
メン出して…スッキリしてぇ～～…はぁっ…はぁっ…んん
～～っ…レロ～～っ…んはぁ～～っ」 
 
ティナ「はぁっ…はぁっ…んちゅっ…んはぁっ…レロレロ
～～いいよぉ…飲ませてぇ…あなたのぉ…ザーメンっ…は
ぁっ…レロ～～っ…私ぃ…欲しいのぉ…んはぁ～～っ…え
ろぉ～～っ」 
 
澪「んはぁっ…ドピュドピュってぇ…ザーメン出してぇ…
ふぅ～～っ…んはぁ～～っ…はぁっ…はぁっ～～っ…ふぅ
～～っ…レロレロぉ～～っ」 
 
ティナ「んんっ…んん～～っ…んぱぁ～～～～っ…おちん
ひんはらぁ…れたぁ～～っ…（おちんちんからでたぁ）…
はふぅ～～んっ…見れぇ…くひ（口）の中にょぉ…せーえ
きぃ…たっぷりだよぉ…んふぅ～～」 
 
澪「すごぉい…口の中に…いっぱいです…んはぁっ…ちょ
っとぉ…私にもぉ…口移しでぇ…おすそ分けしてぇ…レロ
っ…ちゅっ」 
 



ティナ「ちょっ…んん～～っ…レロ～～っ…んちゅっ…レ
ロ～～っ…はぁっ…女の子同士でぇ…き、キスしちゃった
ぁ…レロ～～んっ」 
 
澪「んはぁっ…レロ～～っ…おいひぃのぉ…女の子のぉ…
唾液とぉ…男の子のぉ…精液ぃ…レロレロぉ～～んっ…ん
ちゅっ」 
 
ティナ「んはぁっ…レロ…レロぉ…女の子同士のぉ…キス
…みれぇ（みて）…くちびりゅ…んはぁっ…レロレロお～
～っ…柔らかいのぉ…んはぁっ…んぐんぐっ…はぁっ…口
移しのぉ…精液の味…おいひぃ～～？」 
 
澪「んぐんぐっ…おいひいぃ…んはぁっ…精液ぃ…舌に絡
みついてぇ…レロ～～っ…んはぁっ」 
 
ティナ「んはぁっ…レロ～～っ…女の子のぉ…よだれもぉ
‥おいひぃよぉ…んん～～っ…んぐんぐぅっ～～っ」 
 
澪「んふぅ～～っ…んはぁ～～っ…ごちそうさまぁ…はぁ
っ…んはぁっ…残った分はぁ…そのまま飲んじゃいましょ
うかぁ…レロ～～んんっ…ごくんっ」 
 
ティナ「んんん～～っ…ごくんっ…おいしっ…私のフェラ
でぇ…気持ちよくなってくれてありがとっ…大好きぃ～～
♡」 
 
澪「はぁっ…はぁっ…はぁっ…じゃあ…次は三人でぇ…サ
ウナにいきましょうねぇ～～♡」 


